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アウシュヴィッツ解放より７５年 「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」というが 
 
本⽇の⽇本経済新聞と神⼾新聞の両紙に、アウシュヴィッツ強制収容所からユダヤ⼈が解
放されてから 75 年との記事があった。偶然の⼀致であるが、このコラムを書いた記者の年
齢を推量すると、この出来事は⼼の奥底に暗くしまわれていた記憶である可能性がある。 
 
「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」 これはドイツ帝国の宰相 オットー・フォン・
ビスマルクの⾔ったとされる⾔葉である。 
Fools say they learn from experience; I prefer to learn from the experience of others.…Otto 
von Bismarck 
 
アウシュヴィッツ以前には、これに相当する愚かな⾏いは存在せず、従って学ぶべき歴史も
なかった。そして、ビスマルクより後に来たナチス・ドイツが不幸にも学ぶべき歴史を作っ
てしまった。後世の「賢⼈」はこのナチスの歴史を⾃らの戒めとして⼼にとどめるべきであ
る。⼈とは多かれ少なかれ⾃⾝の中に何らかの残虐性を有し、集団ともなれば条件次第でそ
の残虐性は⼤きく増幅される。 

 



 
 
「愚者は経験に学び」というが、⼈類が経験したこのアウシュヴィッツの経験を⼈類は忘れ
てはならない。この経験を真正⾯に受け⽌め、それを後世に伝えていく。そこからアウシュ
ヴィッツの意味と⼈間があるべき姿を読み取れる者は決して愚者ではない。アウシュヴィ
ッツ以前は、Fools say they learn from experience ユダヤ⼈を社会から締め出すことが社
会的正義であるとし、その活動によって社会の秩序が保たれていると信じた、その経験にこ
そ誤りがあった。  
 
 
アウシュヴィッツ＝ビルケナウ強制収容所（Wikipedia） 
アウシュヴィッツの死亡者数について 

慰霊の碑⽂(オランダ語)。この地で 150 万⼈が死んだことを後世に伝える(第⼆強制収容
所) 現在のアウシュヴィッツ収容所博物館および公式ページでは、1999 年の研究により
1944 年までに強制収容されたユダヤ⼈は 110 万⼈であり、そのうち 20 万⼈は労働に供さ
れたと書かれている。 

ニュルンベルク裁判では、「アウシュヴィッツで 400 万⼈が死亡した」と認定し、オシフ
ィエンチム博物館の碑⽂にもそのまま「400 万⼈」と記載されていたが、冷戦後の 1995 年
「150 万⼈」に改められている。 

終戦直後の 1945 年当時にソ連が主張した 400 万⼈という数は、当時の⾮ナチ化の影響を
強く受けていると認識されている。同様に近年においても、新たに主張される死亡者数の多
い少ないにかかわらず政治または宗教的背景に影響されていることが多い。たとえば、イス
ラム教徒の反ユダヤ主義者との接触が疑われる「歴史⾒直し研究所」は 15 万⼈という数値
を掲げている。このような問題の根本には「絶対的な数値が今後も得られる可能性が低く、
主張することによって⾃⼰または属する集団の利益に有利に働く」という事情が挙げられ
る。 


